
︻
史
料
紹
介
︼

伯
耆
国
大
江
村
佐
一
郎
の
大
坂
商
人
修
業

―
本
家
清
国
屋
恒
右
衛
門
及
び
根
雨
近
藤
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―

�

柳　

澤　

京　

子

一　

は
じ
め
に

　

矢
田
貝
家
は
元
来
た
た
ら
吹
き
（
砂
鉄
か
ら
和
鋼
を
製
造
す
る
日
本
独
自
の
製

鋼
法
）
に
関
係
し
て
お
り
︑
近
世
初
期
に
出
雲
国
か
ら
伯
耆
国
日
野
郡
に
移
住
し

た
と
伝
わ
る
︒
幕
末
の
頃
に
は
矢
田
貝
恵
喜
蔵
を
父
と
す
る
四
人
兄
弟
が
あ
り
︑

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
別
家
を
立
て
た
︒
長
兄
と
思
わ
れ
る
恒
右
衛
門
（
の

ち
恒
八
郎
）
が
本
家
清
国
屋
を
継
ぎ
︑
そ
の
次
に
禮
蔵
（
屋
号
中
屋
）︑
慶
蔵
（
屋

号
新
屋
）︑
佐
一
郎
（
屋
号
倉
屋
）
が
い
た
︒
そ
し
て
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
頃

に
︑
佐
一
郎
が
日
野
郡
大
江
村
か
ら
隣
村
の
現
在
屋
敷
が
あ
る
会
見
郡
上
細
見
に

分
家
し
︑
上
細
見
矢
田
貝
家
の
初
代
と
な
っ
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
︒

　
﹃
新
鳥
取
県
史
﹄1
の
調
査
に
よ
り
︑
安
政
期
に
は
大
江
村
組
頭
及
び
在
郷
商
人

と
し
て
の
活
動
を
確
認
で
き
る
佐
一
郎
で
あ
る
が
︑
そ
れ
以
前
の
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
矢
田
貝
家
文
書
中
で
は
か

な
り
初
期
の
頃
の
も
の
に
分
類
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
︑
弘
化
期
頃
の
本
家
で
あ
る

清
国
屋
恒
右
衛
門
か
ら
︑
当
時
大
坂
に
滞
在
し
て
い
た
上
細
見
村
矢
田
貝
家
の
初

代
佐
一
郎
（
一
八
二
四
~
九
四
）
に
宛
て
た
書
簡
を
も
と
に
︑
若
年
の
頃
の
佐
一

郎
の
活
動
状
況
︑
本
家
恒
右
衛
門
と
の
関
係
︑
そ
し
て
根
雨
の
近
藤
家
と
の
関
わ

り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
伯
耆
の
村
か
ら
単
身
商
都
大
坂
に
乗
り
込

ん
だ
佐
一
郎
を
取
り
巻
く
当
時
の
社
会
状
況
を
考
え
て
み
た
い
︒

二　

佐
一
郎
出
奔

【
史
料
1
】2

（
包
紙
上
書
）

﹁
大
坂
日
本
橋
南
詰
メ　

近
江
屋
市
次
郎
様
ニ
而

　

 

才
市
良
様　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

急
要
書　
　
　
　
　
　
　

清
国
屋
恒
右
衛
門

　
　

 

従
伯
州
河
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹂

（
ウ
ハ
書
）

才
一
良
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

恒
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

れ　
　

ひ

　
　
　

や
う
書

〆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
紙
得
御
意
候
︑
私
ど
も
考
ニ
者
貴
様
罷
帰
候
ヘ
ハ
母
殿
お
あ
ん
じ
も
無
之
︑
宜

一
七

山
陰
研
究
　
別
冊
　
二
〇
二
六
年
三
月
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様
思
ひ
候
へ
ど
も
︑
た
ま
た
ま
思
立
出
候
儀
今
更
早
々
帰
国
致
し
候
而
も
如
何
敷

様
︑
両
親
被
申
候
事
ニ
候
ヘ
ハ
︑
可
然
奉
公
も
有
之
候
ハ
ヽ
立
身
相
励
可
被
申
候
︑

然
共
兎
角
任
考
ニ
︑
後
々
為
別
儀
も
相
見
へ
不
申
趣
ニ
候
ハ
ヽ
︑
長
居
不
致
早
々

罷
帰
り
候
へ
ハ
︑
世
間
体
も
宜
事
ニ
御
ざ
候
︑
申
迄
も
無
之
候
へ
と
も
日
本
橋
辺

ハ
別
而
繁
化
之
地
ニ
而
︑
何
れ
も
古
郷
を
忘
れ
帰
国
之
事
ハ
誰
も
思
ひ
不
申
候
場

所
ニ
候
へ
ど
も
︑
夫
ニ
而
ハ
押
詰
り
不
相
済
事
ゆ
へ
︑
宜
思
慮
可
被
致
候
︑
何
分

備
後
屋
店
へ
も
相
頼
︑
書
状
遣
し
候
間
︑
何
も
能
々
相
談
之
上
︑
一
ま
づ
引
取
候

而
御
両
人
之
御
世
話
ニ
預
り
︑
能
先
キ
も
有
之
候
節
又
々
登
候
と
も
可
宜
様
両
親

も
被
仰
候
間
︑
如
何
様
と
も
宜
相
談
い
た
し
可
申
候
事
ニ
御
ざ
候
︑
以
上

　

七
月
二
十
九
日

　
（
年
不
明
）
七
月
二
十
九
日
付
け
︑
恒
右
衛
門
・
れ
ひ

3
よ
り
大
坂
日
本
橋
南

詰
め
近
江
屋
市
次
郎
方
の
佐
一
郎
へ
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
︒
大
意
と
し
て
は
︑
お

前
（
佐
一
郎
）
が
帰
れ
ば
母
親
も
心
配
無
く
良
い
よ
う
に
思
え
る
が
︑
思
い
つ
き

で
出
て
行
っ
て
早
々
に
帰
っ
て
き
て
も
あ
や
し
ま
れ
る
だ
ろ
う
︑
し
か
る
べ
き
奉

公
口
が
あ
る
な
ら
立
身
に
励
ん
で
み
て
は
ど
う
か
︒（
し
か
し
そ
れ
が
無
い
の
で

あ
れ
ば
大
坂
に
）
長
居
せ
ず
早
く
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
︒
大
坂
日
本
橋
界
隈
は
繁

華
街
で
故
郷
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
場
所
ゆ
え
心
配
で
あ
る
︒
な
に
ぶ
ん
備
後

屋
店
に
お
願
い
の
手
紙
も
出
し
た
の
で
︑
ひ
と
ま
ず
（
近
江
屋
を
）
引
き
取
っ
て

備
後
屋
ご
両
人
の
お
世
話
に
預
か
り
︑
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
大
坂
へ
行
け
ば
い
い

だ
ろ
う
と
両
親
も
言
っ
て
い
る
︑
と
佐
一
郎
に
対
す
る
帰
郷
の
催
促
に
終
始
し
て

い
る
︒

　

こ
こ
で
出
て
く
る
﹁
備
後
屋
﹂
に
つ
い
て
︑
木
村
時
夫
氏

4
に
よ
れ
ば
︑
近
藤

家
は
天
保
期
大
坂
に
支
店
（
備
後
屋
喜
兵
衛
店
と
称
し
た
）
を
設
置
し
て
︑
自
家

の
製
鉄
だ
け
で
は
な
く
︑
伯
耆
・
美
作
・
備
中
等
の
産
鉄
を
販
売
し
て
い
た
︑
と

あ
る
︒
こ
の
あ
と
の
別
の
史
料
で
は
︑
清
国
屋
恒
右
衛
門
か
ら
﹁
大
坂
海
部
堀
中

ノ
橋

5
北
詰　

備
後
屋
喜
兵
衛
内
才
一
郎
﹂
へ
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
る

6
︒
さ
ら

に
別
の
史
料
で
も
﹁
未
三
月
（
弘
化
四
年
=
一
八
四
七
年
ヵ
）﹂
に
﹁
大
坂
備
後

屋
隠
居
﹂
か
ら
﹁
清
国
屋
佐
一
郎
﹂
へ
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
る

7
こ
と
か
ら
︑
こ

の
﹁
備
後
屋
﹂
と
は
根
雨
近
藤
家
の
大
坂
支
店
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
﹁
た
ま
た
ま
思
立
﹂
故
郷
を
出
て
い
っ
て
し
ま
い
﹁
大
坂
日
本
橋
南
詰
メ　

近

江
屋
市
次
郎
方
﹂
に
滞
在
し
て
い
る
佐
一
郎
に
対
し
︑
兄
た
ち
が
連
名
で
仕
事
に

あ
り
つ
く
目
途
が
無
い
の
な
ら
早
く
帰
郷
せ
よ
と
催
促
し
て
い
る
の
だ
が
︑
佐
一

郎
は
ほ
と
ん
ど
出
奔
同
然
で
故
郷
を
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
︑
近
江
屋
市
次
郎
方
に

世
話
に
な
り
な
が
ら
仕
事
を
探
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
そ
の
仕
事

の
目
途
も
無
く
︑
大
坂
の
繁
華
街
に
居
る
だ
け
だ
と
心
配
に
な
る
の
で
﹁
備
後
屋

店
へ
も
相
頼
﹂
根
雨
の
近
藤
家
に
繋
が
る
備
後
屋
へ
頼
み
込
ん
で
お
く
の
で
︑
近

江
屋
を
引
き
上
げ
て
備
後
屋
の
世
話
に
な
る
こ
と
を
兄
た
ち
は
す
す
め
て
き
た
︒

こ
の
時
点
で
本
家
清
国
屋
の
矢
田
貝
家
は
根
雨
の
近
藤
家
と
な
ん
ら
か
の
繋
が
り

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
し
て
そ
の
伝
手
で
︑
心
配
な
末
弟
の
た
め
に
仕
事

の
斡
旋
を
頼
ん
だ
こ
と
に
な
ろ
う
か
︒

【
史
料
2
】8

（
ウ
ハ
書
）

﹁
備
後
屋
店
ニ
而　

　
 

佐
市
良
様　
　
　
　

清
国
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

恒
右
衛
門
﹂

　
　
　
　
　
　

 

用
書

当
月
朔
日
出
書
状
同
八
日
相
達
致
拝
見
候
︑
去
月
廿
六
日
立
米
子
三
度
飛
脚
矢
張

一
八

伯
耆
国
大
江
村
佐
一
郎
の
大
坂
商
人
修
業 

―
本
家
清
国
屋
恒
右
衛
門
及
び
根
雨
近
藤
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
（
柳
澤
京
子
）

－ 253 －



不
帰
相
待
居
候
処
︑
上
方
道
中
河
支
ひ
之
由
ニ
而
︑
漸
今
十
三
日
罷
帰
り
幟
地
并

書
状
相
達
申
候
︑
八
月
二
日
出
之
状
江
尾
愛
助
取
帰
り
︑
其
後
村
下
屋
良
郎
殿
よ

り
何
角
様
子
承
り
︑
夫
ゟ
ハ
如
何
候
哉
与
存
居
候
処
︑
今
度
来
状
之
趣
ニ
而
者
︑

当
時
備
後
屋
店
ニ
勤
居
候
由
︑
夫
ハ
至
極
宜
事
ニ
而
一
同
安
心
致
候
︑
兎
角
此
上

者
無
油
断
相
励
可
被
申
候
︑
申
迄
茂
無
之
候
へ
と
も
身
持
第
一
ニ
し
て
倹
約
不

怠
︑
夜
分
者
勿
論
寸
暇
も
有
之
ハ
手
跡
稽
古
心
懸
ケ
出
情
可
被
成
候
︑
且
近
藤
御

氏
其
外
両
家
へ
相
頼
呉
候
様
致
承
知
候
︑
い
つ
れ
近
々
挨
拶
可
致
事
ニ
御
さ
候
︑

一
傘
之
儀
致
承
知
候
︑
米
子
方
仕
入
ハ
備
後
町
因
幡
屋
林
蔵
︑
阿
波
屋
四
郎
兵
衛

之
仕
入
先
キ
ハ
南
本
町
堺
筋
京
屋
仁
兵
衛
方
ニ
而
候
︑
大
和
屋
彦
兵
衛
方
直
段
ハ

あ
ま
り
下
直
ニ
も
相
見
へ
不
申
趣
︑
何
れ
ニ
而
も
宜
見
合
ニ
し
て
二
〇
位
二
四
五

位
之
所
取
合
︑
ま
づ
壱
弐
箇
近
急
積
下
し
可
被
成
候
︑
大
彦
ゟ
京
仁
之
方
可
宜
候
︑

是
茂
代
呂
物
次
第
ニ
候
ヘ
ハ
可
然
御
取
斗
可
被
成
候
︑

一
胴
と
を
し
代
金
ハ
何
程
渡
し
ニ
有
之
候
哉
︑
重
便
御
申
越
し
可
被
成
候
︑

一
都
而
荷
物
ハ
一
弐
箇
宛
ニ
而
も
︑
船
数
多
く
ニ
積
入
候
事
宜
候
︑
且
上
ケ
場
米

子
蔦
利
と
相
記
事
︑
失
念
無
之
様
可
被
成
候
︑

一
八
月
廿
八
日
︑
大
坂
表
満
水
致
し
所
々
水
上
り
候
由
︑
扨
々
不
軽
事
ニ
候
︑
纔

之
道
隔
り
候
へ
ど
も
於
此
地
ニ
者
一
向
何
之
事
も
無
之
候
へ
ハ
︑
此
段
御
安
心
可

被
成
候
︑
成
程
之
雨
ハ
降
り
候
へ
共
︑
近
辺
隣
国
迄
茂
供
（
洪
）
水
之
咄
し
無
御

座
候
︑
且
当
年
柄
之
事
︑
二
百
十
日
其
外
風
之
障
り
も
無
之
︑
盆
後
迄
ハ
近
年
稀

成
豊
作
ニ
相
見
へ
候
所
︑
い
つ
の
頃
ゟ
涼
風
烈
敷
降
続
候
故
ニ
哉
︑
次
第
ニ
悪
敷

様
子
ニ
相
成
候
︑
里
方
ハ
相
応
之
事
ニ
も
可
相
成
歟
︑
山
中
所
ニ
寄
候
而
ハ
申
年

ニ
似
候
等
与
申
事
ニ
御
ざ
候
︑
夫
程
ニ
も
有
之
間
敷
候
へ
ど
も
迚
も
年
柄
者
不
宜

趣
ニ
候
得
者
︑
売
買
手
格
別
は
づ
み
が
た
く
奉
存
候
︑

　

堂
嶋
米
直
段
も
追
々
引
立
候
様
相
聞
申
候
︑

一
此
度
綿
入
壱
つ
羽
織
壱
つ
は
ん
て
ん
壱
つ
合
羽
壱
つ
襦
ば
ん
壱
つ
手
拭
と
〆
数

六
つ
︑
外
ニ
傘
代
何
角
と
し
て
金
子
四
両
弐
歩
差
送
候
間
︑
相
改
受
取
可
被
成
候
︑

一
先
達
而
着
物
な
と
之
砌
□
弐
つ
じ
ゆ
ば
ん
と
認
メ
之
□
□
壱
つ
幷
股
引
見
不
申

ニ
付
︑
胴
着
差
送
申
候
︑
貴
様
持
出
居
候
ハ
ヽ
宜
︑
も
し
無
左
而
者
不
自
由
可
有

之
様
子
︑
重
而
御
申
越
し
可
被
成
候
︑
且
最
早
単
衣
物
不
用
ニ
候
ハ
ヽ
是
又
便
り

ニ
差
返
し
可
被
成
候
︑

一
通
俗
三
国
志
新
本
ハ
何
程
位
致
し
候
哉
︑
板
本
新
キ
紙
宜
古
本
五
六
貫
文
位
ニ

而
被
求
候
ハ
ヽ
問
合
可
被
成
候
︑
重
而
銀
子
差
送
可
申
候
︑
幷
東
海
道
中
膝
栗
毛

古
本
安
も
の
有
之
候
ハ
ヽ
見
合
御
□
可
被
成
候
︑

右
為
可
得
御
意
如
此
御
座
候
︑

　

九
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
右
衛
門

　
　

佐
市
郎
様

尚
以
近
市

9
殿
ゟ
八
月
十
三
日
出
書
中
ニ
而
︑
貴
様
身
分
之
事
尋
参
り
早
速
返
書

可
遣
之
所
︑
あ
し
間
違
ニ
付
廿
三
日
立
飛
脚
之
間
ニ
合
不
申
︑
当
月
三
日
立
松
江

三
蔵
江
返
事
差
送
り
申
候
︑
此
段
一
寸
申
進
候
︑

（
追
伸
）

前
紙
申
進
候
︑
然
ハ
瀧
元
ゟ
宜
書
添
呉
候
様
︑
段
々
申
ニ
付
一
寸
得
御
意
候
︑

　

九
月
十
三
日

　
（
年
不
明
））
九
月
十
三
日
付
け
︑
恒
右
衛
門
よ
り
備
後
屋
内
の
佐
一
郎
へ
宛
て

た
書
簡
で
あ
る
︒
大
意
と
し
て
︑
九
月
一
日
出
の
手
紙
を
拝
見
し
た
︒
今
で
は
備

後
屋
の
店
で
勤
め
て
い
る
と
の
こ
と
︑
そ
れ
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
一
同
安
心

し
た
︒
こ
の
上
は
油
断
な
く
勤
め
に
励
む
よ
う
に
す
る
こ
と
︒
身
持
ち
よ
く
倹
約

を
怠
ら
ず
︑
夜
に
な
っ
て
も
寸
暇
を
惜
し
ん
で
書
の
稽
古
を
心
が
け
よ
︒
か
つ
近

藤
家
そ
の
ほ
か
へ
の
お
願
い
事
は
承
知
し
た
︒
い
ず
れ
近
々
挨
拶
に
向
か
う
と

い
っ
た
内
容
で
あ
る
︒

一
九

伯
耆
国
大
江
村
佐
一
郎
の
大
坂
商
人
修
業 

―
本
家
清
国
屋
恒
右
衛
門
及
び
根
雨
近
藤
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
（
柳
澤
京
子
）
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こ
こ
で
ひ
と
つ
︑
年
代
を
特
定
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
︒﹁
八
月
廿
八

日
︑
大
坂
表
満
水
致
し
所
々
水
上
り
﹂
の
く
だ
り
で
︑﹃
近
来
年
代
記
・
上
﹄10

に
よ
れ
ば
︑
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
の
項
目
に
﹁
弘
化
二
年
八
月
廿
八
日
・
九

日　

大
雨
ふ
り
て
︑
九
月
朔
日
大
水
︑
淀
城
下
つ
か
る
︙
﹂
の
記
載
が
あ
る
︒
こ

の
こ
と
か
ら
︑
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
の
は
弘
化
二
年
九
月
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
︒
こ
れ
に
従
え
ば
︑
文
政
七
年
生
ま
れ
の
佐
一
郎
は
当
時
数
え
の
二
十
二
歳

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒

　

史
料
1
が
七
月
末
に
書
か
れ
た
後
︑
佐
一
郎
が
大
坂
の
備
後
屋
で
勤
め
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
家
族
一
同
そ
れ
で
安
心
し
た
の
か
︑
大
江
村
か
ら
日

常
の
衣
類
を
送
っ
た
り
︑
大
坂
か
ら
﹁
傘
﹂﹁
通
俗
三
国
志
﹂﹁
東
海
道
中
膝
栗

毛
﹂
と
い
っ
た
品
物
や
本
の
買
い
付
け
を
し
て
送
る
手
配
を
佐
一
郎
に
頼
む
等
の

他
︑
堂
島
米
直
段
に
も
清
国
屋
恒
右
衛
門
は
関
心
を
寄
せ
て
い
る
︒

三　

家
族
の
説
得

【
史
料
3
】11	

（
ウ
ハ
書
）

﹁
〆　

才
一
良　
　
　
　
　

や
う
書　
　
　

恒
右
衛
門
﹂

尚
以
罷
帰
り
候
ハ
ヽ
一
日
も
早
く
可
然
候
儀
ニ
御
ざ
候
︑
以
上
︑

別
紙
中
々
得
御
意
候
︑
扨
貴
様
身
分
之
儀
ニ
付
此
中
御
両
親
共
段
々
及
評
儀
候

所
︑
当
時
備
後
屋
店
ニ
参
居
候
事
︑
近
市
方
ニ
宿
払
致
し
居
候
ゟ
ハ
宜
候
へ
ど
も
︑

大
だ
ら
い
之
処
如
何
敷
候
︑
成
程
大
坂
之
土
地
見
知
り
候
ニ
者
究
意
ニ
可
有
之
候

へ
ど
も
︑
当
地
之
案
内
而
已
委
敷
相
成
候
と
も
︑
何
之
仕
出
し
之
訳
ニ
も
無
之
︑

元
来
貴
様
近
藤
本
家
ヲ
相
勤
︑
夫
ゟ
同
氏
差
向
ニ
而
罷
登
候
事
ニ
無
之
︑
我
侭
ニ

駈
出
︑
西
風
東
風
致
候
而
も
不
思
敷
ニ
付
︑
只
当
時
之
口
す
ぎ
ニ
た
ど
り
付
候
様

子
ニ
相
当
り
候
而
ハ
︑
定
而
仕
着
せ
も
被
下
間
敷
哉
︑
も
し
又
左
様
之
訳
ニ
無
之
︑

当
店
ニ
入
用
之
者
ニ
而
被
召
遣
︑
節
季
ど
も
ニ
ハ
安
々
之
小
遣
ひ
仕
着
せ
も
被
下

候
事
哉
︑
其
訳
不
相
分
ニ
付
︑
何
れ
ぞ
為
差
登
何
角
様
子
合
為
聞
度
候
へ
ど
も
︑

左
候
ヘ
ハ
亦
々
路
用
も
相
懸
り
矢
張
費
斗
之
儀
ニ
付
相
見
合
候
︑
尤
壱
年
切
給
銀

取
奉
公
致
し
候
而
も
不
相
済
︑
兎
角
後
々
取
建
ニ
不
預
而
ハ
不
相
成
事
ハ
篤
承
知

居
候
へ
ど
も
︑
迚
茂
三
年
五
年
程
能
く
勤
候
と
て
一
代
相
応
之
暮
し
方
附
候
程
之

事
も
無
覚
束
様
存
候
︑
当
時
人
稀
之
時
節
︑
手
元
ニ
者
事
を
欠
キ
候
而
中
々
其
間

之
小
遣
ひ
仕
着
せ
安
々
ニ
而
者
不
行
届
候
儀
︑
も
し
其
内
変
事
難
斗
左
も
有
之
候

而
者
︑
前
後
損
分
不
安
事
ニ
御
坐
候
︑
能
々
思
慮
可
被
致
候
︑
夫
も
貴
様
一
生
身

ヲ
持
候
事
ニ
候
へ
者
︑
内
方
ニ
ハ
人
雇
ひ
候
成
候
と
も
︑
其
上
安
々
之
事
ハ
元
入

仕
送
り
も
可
遣
儀
ニ
候
得
ど
も
︑
右
等
之
趣
ニ
而
鬧
敷

12
内
方
ヲ
不
顧
□
（
金
ヵ
）

遣
ひ
遊
び
ニ
而
も
所
詮
後
々
之
処
不
相
済
訳
哉
与
致
愚
考
候
︑
元
ゟ
当
方
無
人
之

儀
︑
一
ま
づ
引
取
候
而
︑
節
季
之
手
伝
ひ
等
致
し
候
得
ハ
︑
都
合
よ
ろ
し
く
︑
其

内
も
し
先
方
御
入
用
ニ
付
︑
本
家
ゟ
御
所
望
之
様
子
ニ
も
相
成
候
へ
ハ
︑
其
節
罷

出
候
ハ
ヽ
到
而
宜
事
ニ
候
︑
如
何
之
相
考
候
而
も
此
侭
長
居
致
し
候
而
者
︑
貴
様

不
為
筋
ニ
候
へ
者
︑
早
々
罷
帰
可
申
候
︑
其
内
是
ゟ
者
遠
方
様
子
も
不
相
分
事
ゆ

へ
︑
も
し
又
能
事
目
ニ
見
へ
候
事
も
有
之
ハ
︑
如
何
様
共
考
ニ
可
致
候
へ
共
︑
前

文
之
次
第
御
両
親
よ
り
も
厚
被
仰
候
ヘ
ハ
︑
呉
々
も
早
々
引
取
可
然
候
︑
右
ニ
付

綿
入
も
今
一
つ
為
差
登
候
積
り
ニ
候
得
共
相
止
メ
候
儀
ニ
御
座
候
︑
何
様
厚
相

考
︑
一
ま
づ
罷
帰
り
可
被
申
候
︑
先
者
右
之
段
中
々
得
御
意
度
可
如
此
御
座
候
︑

早
々
以
上
︑

　

十
一
月
十
五
日

尚
々
︑
本
文
之
趣
当
店
御
出
張
衆
へ
得
貴
意
候
而
ハ
如
何
敷
ニ
付
︑
此
段
中
々
得

御
意
候
事
ニ
御
ざ
候
︑
以
上

二
〇

伯
耆
国
大
江
村
佐
一
郎
の
大
坂
商
人
修
業 

―
本
家
清
国
屋
恒
右
衛
門
及
び
根
雨
近
藤
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
（
柳
澤
京
子
）
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（
年
不
明
）
十
一
月
十
五
日
付
け
︑
兄
恒
右
衛
門
よ
り
備
後
屋
内
の
佐
一
郎
へ

の
書
簡
で
あ
る
︒
大
意
は
︑
お
前
（
佐
一
郎
）
の
身
の
程
に
つ
い
て
は
両
親
と
も

ど
も
相
談
し
た
︒
今
で
は
（
大
坂
の
）
備
後
屋
の
店
に
居
る
と
い
う
こ
と
で
︑
近

江
屋
市
次
郎
方
に
居
候
し
て
い
る
よ
り
は
い
い
が
︑
大
坂
の
事
情
に
詳
し
く
な
っ

て
も
何
の
役
に
立
つ
わ
け
で
も
な
い
︒
元
来
お
前
は
近
藤
本
家
で
勤
め
て
い
て
︑

そ
こ
か
ら
近
藤
家
か
ら
差
し
向
け
ら
れ
て
大
坂
に
登
っ
た
の
で
は
な
く
︑
我
侭
を

言
っ
て
駈
け
出
し
︑
た
だ
い
っ
と
き
の
口
す
ぎ
に
た
ど
り
つ
い
た
だ
け
で
あ
る
︒

こ
の
ま
ま
（
備
後
屋
に
）
長
居
し
て
も
お
前
の
為
に
よ
く
な
い
の
で
早
々
帰
っ
て

く
る
よ
う
に
︑
と
前
に
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
佐
一
郎
に
対
し
て
手
厳
し
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
書
簡
に
よ
っ
て
︑
佐
一
郎
は
大
坂
へ
出
る
前
は
根
雨
の
近
藤
本
家
で
働
い

て
い
た
経
験
が
あ
り
︑
そ
こ
か
ら
大
坂
へ
﹁
我
侭
に
駈
出
﹂
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
︒
近
藤
家
の
大
坂
支
店
で
あ
る
備
後
屋
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と

は
い
え
佐
一
郎
の
待
遇
が
よ
く
分
か
ら
ず
︑
恒
右
衛
門
は
再
び
佐
一
郎
へ
帰
郷
を

強
く
促
す
姿
勢
に
戻
っ
て
い
た
︒
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
時
節
な
の
で
綿
入
れ
を
送

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
止
め
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
で
き
る
だ
け
早
く

こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
た
い
恒
右
衛
門
ら
家
族
の
願
望
が
見
て
取
れ
る
︒

【
史
料
4
】13

（
ウ
ハ
書
）

﹁
備
後
屋
店
ニ
而　

才
一
郎
様　
　
　
　

清
国
屋
恒
右
衛
門　

他
見
無
用
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

や
う
急
用
書

改
春
之
御
慶
重
畳
申
納
候
︑
弥
御
安
静
可
被
成
御
越
年
候
︑
然
ハ
去
ル
十
一
月

十
八
日
出
状
早
々
着
申
候
︑
其
後
壱
月
八
日
出
之
状
同
廿
日
相
達
致
拝
見
候
︑
扨

貴
様
帰
国
可
然
之
儀
︑
先
書
ニ
申
進
候
処
︑
右
返
書
之
趣
ニ
而
ハ
如
何
候
︑
披
見

被
致
候
哉
︑
考
違
ひ
も
有
之
候
様
子
ニ
而
︑
其
後
ハ
書
状
も
不
差
登
候
︑
鬧
敷
内

方
ヲ
出
︑
夫
等
ニ
事
よ
せ
︑
勘
気
ニ
而
も
致
し
候
哉
︑
又
ハ
人
稀
之
余
り
申
越
候

儀
哉
︑
不
自
由
く
ら
ひ
ニ
而
ハ
ケ
様
ニ
申
越
し
ハ
被
成
間
敷
抔
︑
苦
々
敷
申
分
何

共
是
等
之
儀
ハ
如
何
之
訳
哉
︑
一
向
此
方
之
文
面
不
相
分
も
の
と
存
候
︑
是
迄
毎

度
御
店
衆
中
其
元
へ
も
申
進
候
通
︑
貴
様
一
生
身
持
候
儀
ニ
候
得
者
︑
安
々
之
元

入
仕
送
り
も
可
遣
儀
︑
勿
論
内
方
ハ
如
何
様
成
り
共
可
致
候
得
ど
も
︑
此
儀
者
御

両
親
始
メ
家
内
中
種
々
評
儀
之
上
ニ
而
︑
所
詮
此
侭
長
居
い
た
し
候
而
も
貴
様
不

為
筋
之
事
ゆ
へ
︑
片
時
も
早
々
帰
国
可
然
儀
重
々
申
進
候
︑
其
故
ハ
た
と
へ
骨
折

安
々
功
立
候
と
も
親
方
か
げ
の
ま
へ
之
事
ニ
而
︑
主
持
者
何
れ
も
銘
々
之
手
柄
ニ

致
し
度
世
の
習
ひ
︑
元
ゟ
其
方
事
ハ
近
藤
よ
り
之
差
向
ケ
ニ
無
之
︑
畢
竟
手
越
シ

ニ
而
︑
実
ニ
当
時
口
す
ぎ
之
有
付
ニ
相
当
り
候
へ
ハ
︑
如
何
様
身
を
詰
メ
相
働
候

而
も
此
侭
ニ
而
者
迚
茂
後
々
為
筋
思
ひ
も
不
寄
候
︑
右
ニ
付
先
達
申
進
候
儀
も
到

而
大
切
之
儀
︑
定
而
貴
様
一
存
考
付
キ
不
申
︑
矢
張
さ
ま
よ
ひ
居
候
而
者
不
相
成

事
ゆ
へ
と
存
︑
委
細
申
進
候
哉
︑
却
而
当
方
無
人
ニ
付
︑
是
非
帰
国
致
し
候
様
申

越
候
儀
与
被
成
得
候
者
︑
甚
だ
考
違
ひ
ニ
而
御
ざ
候
︑
能
々
思
慮
可
被
成
候
︑
勤

中
も
し
変
事
難
斗
事
ハ
何
れ
ニ
居
候
而
も
同
様
と
の
儀
︑
是
又
大
ニ
致
相
違
候
︑

是
ハ
手
切
奉
公
と
ハ
違
ひ
︑
先
キ
た
の
し
み
数
年
辛
苦
程
能
勤
候
而
も
︑
後
年
ニ

至
り
自
然
仕
損
し
も
難
斗
︑
左
様
之
儀
も
有
之
間
敷
候
へ
ど
も
︑
其
方
身
持
而
己

ニ
も
不
限
︑
年
隔
而
ハ
様
子
之
変
り
候
程
も
世
間
沢
山
之
事
ゆ
へ
申
進
候
や
︑
乍

去
右
等
ニ
ハ
申
述
兼
候
へ
共
︑
夫
ニ
而
ハ
不
相
分
趣
ニ
付
︑
一
寸
中
々
申
進
候
︑

何
茂
与
得
御
考
可
被
成
候
︑

一
極
月
三
日
出
状
︑
廿
七
日
ニ
着
申
候
︑

一
同
十
八
日
出
水
引
添
書
状
︑
去
ル
元
日
相
達
致
拝
見
候
︑
右
来
意
之
趣
ニ
而
ハ

三
ヶ
月
や
五
ヶ
月
ニ
ハ
善
悪
難
見
分
ニ
付
︑
来
ル
三
月
頃
迄
見
合
思
敷
無
之
候
へ

二
一

伯
耆
国
大
江
村
佐
一
郎
の
大
坂
商
人
修
業 

―
本
家
清
国
屋
恒
右
衛
門
及
び
根
雨
近
藤
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
（
柳
澤
京
子
）
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ハ
︑
帰
宅
可
致
旨
致
承
知
候
︑
貴
様
斯
迄
思
ひ
込
候
儀
ゆ
へ
︑
相
応
之
様
子
ニ
も

候
へ
者
︑
任
其
意
可
然
事
与
存
居
候
処
︑
此
中
土
産
物
取
調
︑
根
雨
江
年
礼
ニ
罷

越
シ
相
頼
︑
近
藤
氏
大
将
へ
余
所
な
が
ら
貴
様
身
分
之
事
伺
ひ
見
候
所
︑
一
向
や

く
た
い
之
趣
中
々
貴
様
之
存
分
と
ハ
大
ニ
致
相
違
候
︑
其
外
忠
助
殿
へ
も
相
尋
候

所
同
様
つ
ま
ら
ぬ
様
子
ニ
御
ざ
候
︑
是
ハ
前
文
申
進
候
通
︑
全
体
手
越
シ
故
之
事

ニ
可
有
之
候
︑
右
ニ
付
而
者
其
地
ニ
一
日
も
難
捨
置
早
速
何
れ
ぞ
罷
登
り
︑
是
非

同
道
一
ま
づ
帰
国
不
申
而
ハ
不
相
成
︑
然
ル
処
於
幸
事
極
月
十
一
日
よ
り
至
極
大

切
ニ
煩
ひ
候
所
漸
相
凌
候
得
共
︑
誠
ニ
九
死
一
生
之
事
ニ
而
致
心
配
候
程
之
儀
ニ

付
︑
未
タ
聢
々
平
治
ニ
相
成
不
申
︑
併
し
最
早
御
遣
ひ
之
事
ハ
有
之
間
敷
候
間
︑

此
段
才
吉
殿
へ
も
御
案
事
無
之
様
御
伝
可
被
成
候
︑
右
ニ
付
当
時
ハ
得
登
坂
不
仕

候
︑
れ
ひ
事
も
最
早
雛
捌
ニ
取
懸
り
候
得
者
︑
是
亦
得
罷
登
が
た
く
︑
さ
す
れ
バ

外
人
頼
候
よ
り
外
無
之
︑
左
候
而
ハ
大
ニ
損
分
之
儀
無
拠
以
書
中
得
御
意
候
間
︑

前
文
之
次
第
能
々
相
考
︑
此
状
着
片
時
も
早
々
帰
国
可
被
成
候
︑
も
し
此
上
合
点

行
不
申
︑
帰
国
延
引
相
成
候
得
ハ
︑
無
是
非
人
頼
候
而
成
り
共
為
差
登
可
申
︑
左

様
相
成
候
而
者
矢
張
費
之
儀
兎
角
内
方
損
分
不
立
様
御
取
斗
可
被
成
候
︑
此
状
着

次
第
帰
宅
被
致
候
へ
ハ
雛
揃
之
間
ニ
合
都
合
よ
ろ
し
く
︑
其
外
口
す
ぎ
ハ
如
何
様

手
段
も
可
有
之
候
︑
当
方
ゟ
申
進
候
儀
ヲ
あ
し
く
思
ひ
︑
あ
だ
骨
折
徒
ニ
大
事
之

光
陰
ヲ
遊
び
送
り
候
而
ハ
残
念
之
事
ニ
御
ざ
候
︑
右
等
雛
捌
抔
之
儀
申
進
候
得

者
︑
又
々
当
方
無
人
故
ニ
而
申
越
候
様
被
考
候
程
も
難
斗
候
へ
ど
も
︑
決
而
左
様

之
事
ニ
ハ
無
之
︑
何
も
貴
様
為
筋
を
思
ひ
候
儀
︑
一
ま
づ
罷
帰
り
候
上
︑
近
藤
氏

江
勤
度
考
ニ
候
得
者
随
分
程
よ
く
引
合
之
上
ニ
而
致
シ
候
得
者
︑
貴
様
立
身
為
筋

ニ
相
成
候
儀
何
分
此
余
少
も
不
及
猶
予
早
々
帰
国
可
被
成
候
︑

一
間
徳
り
︑
能
キ
引
合
先
キ
有
之
候
ハ
ハ
︑
取
合
一
二
箇
御
越
し
可
被
成
候
︑

一
傘
大
極
上
ノ
分
壱
箇
︑
外
ニ
中
傘
見
合
是
亦
注
文
可
被
成
候
︑
尤
此
度
ハ
金
子

為
登
不
申
候
間
︑
夫
ニ
而
取
斗
付
キ
候
ハ
ヽ
宜
︑
も
し
其
儀
不
相
成
候
ハ
ヽ
買
儀

定
致
し
置
︑
帰
国
可
被
成
候
︑
重
而
三
度
便
り
代
銀
差
送
り
可
申
候
︑

一
火
口
観
世
麩
之
儀
ハ
定
而
積
入
可
相
成
奉
存
候
︑

一
都
而
買
先
キ
何
ニ
不
寄
︑
此
後
三
度
便
り
金
子
為
差
登
候
得
ハ
︑
早
速
荷
物
送

り
越
候
様
引
合
置
可
被
成
候
︑
右
得
御
意
度
如
此
御
座
候
︑
恐
惶
謹
言
︑

　

正
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
国
屋
恒
右
衛
門

　
　

大
坂
ニ
而　

才
一
良
様

尚
々
呉
々
も
早
々
帰
国
可
被
成
候
︑
但
去
冬
之
れ
ひ
よ
り
得
御
意
候
儀
︑
如
何
相

成
候
哉
︑
是
亦
何
角
調
ひ
帰
宅
可
被
成
候
︑
并
染
直
シ
も
の
取
帰
可
成
候
︑
以
上

　
（
年
不
明
）
一
月
十
六
日
付
け
︑
恒
右
衛
門
よ
り
備
後
屋
内
の
佐
一
郎
へ
宛
て

た
書
簡
で
あ
る
︒
長
文
な
の
で
大
意
を
と
る
と
︑
改
め
て
佐
一
郎
に
帰
郷
を
迫
り
︑

再
考
を
促
す
内
容
で
あ
る
︒
両
親
は
じ
め
家
族
内
で
話
し
合
い
︑
こ
の
ま
ま
大
坂

に
長
居
し
て
い
て
も
佐
一
郎
の
為
に
は
な
ら
な
い
と
決
し
た
こ
と
︑
元
よ
り
佐
一

郎
は
近
藤
（
家
）
か
ら
差
し
向
け
ら
れ
た
者
で
は
な
く
︑
い
っ
と
き
の
口
す
ぎ
を

し
て
い
る
の
に
過
ぎ
ず
︑
ど
ん
な
に
働
い
て
も
と
て
も
後
々
為
に
な
る
と
は
思
わ

れ
な
い
こ
と
︑
こ
の
前
土
産
物
を
持
っ
て
根
雨
（
近
藤
家
）
へ
挨
拶
に
行
き
︑
近

藤
家
の
大
将
に
佐
一
郎
の
こ
と
を
伺
っ
て
み
る
と
︑﹁
一
向
や
く
た
い
の
趣
﹂
で

佐
一
郎
の
考
え
て
い
る
こ
と
と
は
大
い
に
違
う
よ
う
で
あ
る
こ
と
︑
ひ
と
ま
ず

帰
っ
た
上
で
︑
近
藤
家
で
勤
め
る
気
が
あ
れ
ば
程
よ
く
引
き
合
わ
せ
る
か
ら
︑﹁
貴

様
立
身
為
﹂
早
々
に
帰
国
す
べ
き
こ
と
︑
と
な
っ
て
い
る
︒

　

お
そ
ら
く
前
の
書
簡
が
書
か
れ
た
時
か
ら
年
を
越
し
た
弘
化
三
年
の
正
月
明
け

に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
︑
兄
や
家
族
の
帰
郷
の
要
求
に
対
し
︑
佐
一
郎

は
そ
の
返
書
中
に
同
意
を
示
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
︒
そ
こ
で
恒
右
衛
門
が
つ
い
に

根
雨
の
近
藤
家
を
訪
ね
︑﹁
近
藤
家
大
将
﹂
に
佐
一
郎
に
対
す
る
評
価
を
直
接
聞

二
二

伯
耆
国
大
江
村
佐
一
郎
の
大
坂
商
人
修
業 

―
本
家
清
国
屋
恒
右
衛
門
及
び
根
雨
近
藤
家
と
の
関
わ
り
に
つ
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き
に
行
き
︑
佐
一
郎
本
人
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
に
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
突
き
止
め
た
︒
確
認
の
た
め
か
︑
他
に
も
﹁
忠
助
殿
﹂
に
尋
ね
た
と
こ

ろ
﹁
同
様
つ
ま
ら
ぬ
様
子
﹂
だ
っ
た
と
言
う
︒
恒
右
衛
門
か
ら
買
い
付
け
を
頼
ん

だ
品
物
に
関
し
て
は
送
る
手
配
を
し
て
か
ら
帰
国
せ
よ
︑
と
指
示
す
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
い
な
い
︒
も
は
や
こ
れ
以
上
︑
佐
一
郎
と
し
て
も
意
地
を
張
り
続
け
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︒

四　

お
わ
り
に

　

最
後
に
︑
こ
れ
ま
で
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
︒

　

上
細
見
矢
田
貝
家
初
代
で
あ
る
佐
一
郎
は
︑
若
い
こ
ろ
近
藤
本
家
（
根
雨
）
で

奉
公
し
︑
な
ん
ら
か
の
事
情
で
そ
こ
を
飛
び
出
し
て
大
坂
に
向
か
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
︒
弘
化
二
年
︑
佐
一
郎
は
大
坂
日
本
橋
居
住
の
近
江
屋
市
次
郎
方
に
居
候

し
て
い
た
が
︑
兄
恒
右
衛
門
ら
に
説
得
さ
れ
︑
そ
こ
を
引
き
払
い
︑
根
雨
近
藤
家

の
大
坂
支
店
だ
っ
た
備
前
屋
に
住
み
込
み
で
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

佐
一
郎
に
帰
郷
す
る
よ
う
強
く
説
得
す
る
い
っ
ぽ
う
︑
恒
右
衛
門
は
大
坂
滞
在

中
も
佐
一
郎
に
対
し
衣
服
の
仕
送
り
な
ど
の
面
倒
を
見
︑
さ
ら
に
﹁
傘
﹂﹁
銅
と

を
し
﹂﹁
観
世
麩
﹂﹁
火
口
﹂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
用
商
品
や
﹁
三
国
志
﹂﹁
東
海

道
中
膝
栗
毛
﹂
等
の
娯
楽
本
を
米
子
ま
で
送
る
よ
う
手
配
を
さ
せ
る
等
︑
自
ら
の

商
売
に
も
抜
け
目
な
く
利
用
し
た
︒

　

佐
一
郎
の
よ
う
な
地
方
の
小
村
に
住
む
野
心
的
な
若
者
が
大
坂
な
ど
の
大
都
市

に
仕
事
を
求
め
て
出
て
行
っ
た
場
合
︑
や
は
り
故
郷
と
大
都
市
を
つ
な
ぐ
何
か
し

ら
の
地
縁
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
︑
仕
事
に
あ
り
つ
く
に
際
し
て
も
有

利
で
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
︒
故
郷
の
家
族
が
根
雨
の
近
藤
家
に
頼
み
込
ん
で
く
れ

た
お
か
げ
で
︑
佐
一
郎
は
大
坂
で
何
と
か
働
き
口
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
︒

し
か
し
地
縁
が
あ
る
間
柄
だ
か
ら
と
い
っ
て
︑
商
売
人
と
し
て
有
能
と
評
価
で
き

る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
っ
た
︒
佐
一
郎
に
と
っ
て
は
︑
な
ん
ら
か
の
強
い
意

志
を
持
っ
て
故
郷
を
出
奔
し
た
も
の
の
︑
近
藤
家
に
奉
公
し
て
近
藤
家
と
の
繋
が

り
を
維
持
す
る
こ
と
を
望
む
家
族
の
説
得
と
︑
彼
が
置
か
れ
た
社
会
状
況
に
押
し

切
ら
れ
た
形
で
の
帰
国
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

　

帰
郷
後
佐
一
郎
は
家
業
に
精
を
出
し
︑
足
下
を
か
た
め
た
こ
と
に
よ
り
嘉
永
七

年
上
細
見
村
に
分
家
を
立
て
た
︒
そ
し
て
安
政
期
か
ら
は
大
江
村
組
頭
と
し
て
姿

を
現
す
に
い
た
る
︒
大
坂
で
の
商
人
修
業
は
佐
一
郎
に
と
っ
て
決
し
て
楽
し
い
経

験
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
え
る
が
︑
自
分
の
本
分
を
直
視
し
︑
故
郷
で
の
生

活
の
基
盤
を
築
き
上
げ
る
た
め
の
貴
重
な
体
験
を
積
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
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